
実施内容
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生成AIを活用した未来のライフスタイル（2030年）を考えよう!

技術領域

生成AI

2030年の「未来のライフスタイル」をイメージして、生成AIを活用したビジネス／サー
ビスを考えます。生成AIの適用領域は無限にあるので、身近な課題・気になる社会問
題・ご自身の専攻分野などから、ご自由に選択してください

無限の適用領域から自由に選択

×
医療/健康 都市 教育

農/林/水産
各種産業 日常生活 法務/法律

政治/経済 スポーツ 娯楽

SDGs フェムテック ・・・
その他無限にあります
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実施内容

Axross Recipe に公開されている実データや、Web上に公開されているオープンデータ
を使用し、AIを活用して課題解決するサービス・ビジネスアイデアを立案し、プロトタ
イプを作成し、英語による最終発表を行います

＋ ＋
アイデア
立案

プロトタイプ
作成

英語で
最終発表
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スケジュール
日時 イベント 概要 参加 場所

2月3日(木)
19:00~21:00

開会式 ・データハッカソンの詳細を説明します
→データハッカソンでやるべきことの全体を理解します 必須 本郷キャンパス＋Zoom

医学図書館333

交流会 ・チームアップ希望者での交流会を実施します
→ハッカソンにチャレンジするためのチームを形成します 任意 本郷キャンパス

医学図書館333

2月12日(水)
仮）9:00~17:00

デザイン思考
チームアップワークショップ

・チームで参加する形の 1dayワークショップを実施します
→身近な「不」から課題を特定する、ユニークな解決策を発想する、
アイデアをビジネスモデルに変換する、ピッチに向けた準備を行う、
など、プレゼン大会に必要な知識を身に付けます

推奨 本郷キャンパス
医学図書館333

2月13日(木)
13:00~17:00 ハンズオン解説研修

・プログラミングを普段している方向けの研修会を実施します
→AI活用の知識を身に着けプロトタイプ制作に活用します 推奨 本郷キャンパス

医学図書館333

2月17日(月)
~ 26日（水）

10:00~17:00
ブラッシュアップ会

・ソフトバンク内外の有識者とのブラッシュアップ会を実施します
→アイデア／ビジネス／モック開発／プレゼンの内容など何でも、プレゼン
大会に向けた皆様のお悩みを解決すべくアドバイスをします

推奨 Zoom
予約などの方法は別途共有

2月26日(水)
~24:00 資料提出

・プレゼン大会に向けた説明資料とプロトタイプを事前に提出します
→納期厳守となりますのでご注意ください 必須 資料などの提出先は別途共有

3月3日(月)
9:00~17:00 プレゼン大会

・皆様が創作した成果物を発表するイベントを実施します
→審査員による採点と評価を実施し上位入賞者を選抜します 必須

本郷キャンパス
医学部教育研究棟セミナー室

大和ハウス石橋信夫記念ホール

3月5日(水)
13:00~18:00

閉会式 ・上位入賞者を発表するイベントを実施します 必須 ソフトバンク・竹芝本社
22F ラウンジ

交流会 ・ソフトバンク本社のオフィスツアーや交流会を実施します 任意
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Today

※多くの部局は長期休暇中と思いますが、大学公式の正課等が入っている場合は、その旨事務局に事前連絡を頂ければ、
やむを得ない理由ということで欠席を認めることがあります。（この場合も、チームメンバーの誰かは必ず参加をいただく必要があります）



全体の流れ

準備 アイデア創出 企画・開発 成果物提出

チーム
役割決め

アイデア
創出

データ
収集

テーマ
選定

ビジネス
企画

モックアップ
開発

提案シート
提出

モックアップ
提出

発表・表彰

プレゼン
テーション
資料提出

連携
成果発表

・
表彰

2/3
開会式・交流会

2/12
チームアップ
ワークショップ

2/13
ハンズオン解説研修

2/17~26
ブラッシュアップ会

2/26
資料提出

3/3
プレゼン大会

3/5
閉会式
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アイデア創出・ビジネス企画
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項目 概要

身近な「不」から課題を特定する
身近な「不」を起点に発散と収束を行い、ユニー

クな課題設定を行います

ユニークな解決策を発想する
課題設定に対して、解決策の発散と収束を行いユ

ニークなアイデアを発想します

アイデアを

ビジネスモデルに変換する

アイデアをビジネスモデルとして捉えるために、

必要な要素を検討します

ピッチに向けた準備を行う
アイデアについて直感的に共感してもらうための

ピッチの組み立て方について考えます

形成したチームが活動できるように、チームを対象としたビジネスアイデアを創出／発表するため
の勉強となる「チームアップワークショップ」を開催します

「デザイン思考・チームアップワークショップ」を実施します

講師

株式会社スケールアウト

絹川輝和氏

プレピッチ会：2/21(金)AM、2/25(火)PM、2/26(水)PM

2025/2/12(水)  
9:00-18:00

@東大本郷キャンパス



モックアップ開発
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講師

（25年卒内定者）
ソフトバンク株式会社

阿部佳樹氏

項目 概要

Pythonの基本
基礎文法、APIの呼び出し方法、基礎分析手法を
解説します

オープンデータ取得・分析
e-StatのAPI機能を活用し、データ取得、分析ま
での流れを解説します

LLMの応用活用
AIエージェントの基礎となるLLM（Gemini）の
応用活用を解説します

Webアプリケーション開発
Gradioを活用した、簡易的にWebアプリを開発
する流れを解説します

※内容は変更される場合があります
※参加の際には、事前準備の必要があります
準備①：Gemini API Keyの取得 準備②：e-Stat appIdの取得

「ハンズオン解説研修」を実施します
プログラミングを普段使いしている／プログラミングを理解しているレベルの方向けに、モックア
ップ開発に有益な知識を得られる研修会を実施します

2025/2/13(木)  
13:00-17:00

@東大本郷キャンパス



ゴールに向けて立ちはだかる壁はありませんか？
■ビジネスのアイデアがイマイチで・・
■モックアップがうまく機能しなくて・・
■課題解決の方法が見えなくて・・

ソフトバンクのメンターがサポートします

アイデア、企画、モックアップを磨き上げましょう！

ビジネス
企画

モックアップ
開発

連携
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ブラッシュアップ会

1. 課題を整理 2. メンターに相談 3. ご自身で解決

お悩みが簡潔に伝わる
ように課題を整理して
ください

日時を予約してオンラ

インで面談してくださ
い

(面談時間は原則30分)

最後はご自身で解決策
をご判断下さい



提案シート

課題解決アイデアを指定フォーマットに合わせて作成

提案シート
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モックアップ

AI・データを活用した制作物をつくり

動画・スライド・テキストいずれかの形式で提出

動画

①モックアップ開発
Webサービス・データ分析・ソフトウェア・

ハードウェア等何でも可。とにかく

社会課題解決の根幹となるものを作り出す。

②提出形式の決定
動画、スライド、テキスト（Markdown）の

中から適したものを選択。

URLがある場合はこれらの提出物に含むか

提案シートに記載すること。

スライド

markdown
（テキスト）

③モックアップ提出
別途指定します提出用ドライブに投稿。

ノーコード・

ローコードも
OK！
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英語で10分間の成果発表を実施してもらいます
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プレゼン大会

開催日程 3月 3日(月) プレゼン大会 9:00~18:00（※）
※プレゼン大会の開催時刻は、ご参加いただくチーム数により変更になる可能性があります。(日程は確定です)

開催方式 東京大学 本郷キャンパス もしくは周辺の会場での臨場開催

発表内容
各チーム１０分 別途質疑応答時間
・スライド等のフォーマットは自由。
・作成したモックアップのデモを実施すること。

使用言語 英語



成果発表は予選と本選の2部構成で実施予定

予選（本選出場者の選抜） 本選 （順位決定）

評価者C、D

プレゼン

上位
チーム

評価者A～F

各グループの上位チームによるプレゼン

順位付け

評価者A、B

プレゼン

上位
チーム

評価者E、F

プレゼン

上位
チーム

グループA グループB グループC 全体会場

審査基準:総合得点で評価 審査基準:総合得点＋αで評価

※）プレゼン大会に参加希望のチームの数により、予選のグループ数・上位チーム数・発表のタイムテーブルを別途決定します。
また、参加チームが少ない場合は本選だけの可能性もあります。 11

プレゼン大会



審査基準

評価項目
評価基準 (10点法)

低得点 ＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜ 高得点

課題解決 課題を解決している 倫理的な観点も反映されている 革新性があり、社会インパクトがある

ビジネス＆サービス
ビジネス・テック両面で適切な企画
案である

市場機会やビジネスモデルまで実現可能
な企画がされている

革新性があり、出資したいレベル

プレゼンテーション
英語力、表現力含め適切なプレゼン
である

ロジカルで聴衆にメッセージが伝わりや
すいプレゼン

聴衆を巻き込んだ魅力的なプレゼン

AIとデータの活用 ＡＩ・データを扱うにあたって標準
的な能力がある

ＡＩ・データの特長を理解し、適切な仮
説検証のアプローチができている

専門的なレベルの能力がある

プロトタイプ開発
コンセプトを十分に示したモックが
開発されている

サービスのプロトタイプが完成している
(動画等でデモができる)

高度な技術を取り入れ、サービスとして
リリースできる状態である

５つの評価項目につき、それぞれ10点法で採点し、合計点で評価します

※）上記５つの評価項目の得点を、傾斜配分なく合計します
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プレゼン大会参加者特典
ソフトバンク株式会社

🏆サマーインターンシップ特別優先選考参加権🏆
本ハッカソンに最後まで取り組み、プレゼン大会で自身のプロダクトを発表された方には、

弊社のサマーインターンシップ選考で少しだけ有利になるステップを準備する予定です。

プレゼン自体も選考の対象となる可能性があるので、プレゼンはしっかり仕上げましょう！
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上位入賞者特典
🏆グローバル・インターンシップ参加権🏆

本ハッカソンで優秀者に選定された方を、グローバル・インターンシップに無料招待

（参加人数・日程・プログラムの詳細は別途発表）

🏆修学支援費（ Amazonギフト券）🏆
グローバル・インターンシップに惜しくも選定されなかったチームのうち、優秀な結果を修め

たと審査員が認めたチームには、特別賞として修学支援費などの特典を準備する予定です。



14

インドへのグローバル・インターンシップ

インターン先での研修に加えて、
ツアーや交流会などを実施しました

昨年度の上位入賞者特典（参考）



上位入賞者特典（参考）

🏆 8月~9月に、シリコンバレー（USA）への渡航を企画中
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※渡航先の国、地域やプログラム内容は変更になる可能性があります

新たなIT企業が次々に誕生／成長するシリコンバレー
の雰囲気とエコシステムを感じつつ、

現地の様々な立場の方との交流会や、現地の文化やシ
ステムの理解を深めるプログラムの体験を通して
「新たな視点や思考を身につける」内容で検討中

現時点での企画内容のイメージ（未定です）

①ソフトバンク・ビジョン・ファンドとの交流
②現地学生との交流
③ソフトバンクのグループ企業との交流
④現地企業との交流
⑤滞在期間中に開催されるIT関連のイベント参加

東京大学の教育プログラムとして実施するため、参加時
（2025年8月～9月）に東京大学に在籍する正規課程生である方に限ります
※ハッカソン期間中に修士課程相当までの課程に在籍している場合、博士課程在籍者も可
※活動期間中に休学中である者、長期に修学を中断している者、卒業をしている者は除く


